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前回は、第1回ということでプログ

ラミング環境を整えました。今回は、

いよいよプログラミングです。プログ

ラミングを行なう際に、最初に必要と

なるのは、「データ型」と「変数」の使

い方でしょう。そこでまずは、データ

型と変数、そして数値演算についてお

話しします。

なお、本連載ではVisual Studio 2005

Professionalを使用していますが、解

説内容は特に明記しない限り、Visual

Basic 2005 Expressでも利用できます。

Express Editionをお持ちの方もぜひ挑

戦してみてください。

Visual Basic 2005（以下VB2005）で

は、データ型がVisual Basic 6.0の時代
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第 2 回

はじめに

とはだいぶ変わりました。まず表にし

ておきましょう（表1）。

この表の「VB」はVisual Basic言語

の型名を表わし、「CLS（Common Lan

guage Specif ication）」は共通言語仕様

の型名すなわち.NET Frameworkが提

供するクラス（構造体)の名前を表わし

ています。

ですから、

Dim intKazu As Integer
Dim intKazu As Int32

という2つの宣言は同じ意味を持ちま

す。C#などの他の言語でも共通して使

えるうえ、メソッド名などでも使われ

ていて統一性があることなどから、後

者（CLS）の型名を使ったほうがよい

かもしれません。

以降で、各データ型のポイントにつ

いて簡単に説明していきます。

参考

本稿では、以下の環境設定（「オプション」

ダイアログボックス）を行ない、Visual

Studioを使用しています。

①「作成時に新しいプロジェクトを保存」し

ない

②Option Strict On

③行番号を表示

データ型で
知っておくべきこと
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ブール型

「True」と「False」の2つの値しか

持てないデータ型です。フラグの設定

などによく使われます。

ブール型の値として“-1”などの数値

を使うコードをときどき目にしますが、

これは絶対にやらないでください。こ

のやり方は常に安定して機能する保証

はまったくありません。

たとえば、通常「True」は“-1”で

すが、「Convert.ToInt32」メソッドで

は“1”に変換されます。

列挙型

ある特定の整数値しか代入できない

データ型です。VB2005には組み込みの

列挙型があります。また、Enumクラ

スを使って任意の列挙型を作ることも

できます。

非常に重要で、便利なものですので、

これについては機会を改めて詳しく説

明します。

整数型

32ビットCPUの時代ですから、32

ビットの「Integer」がもっともパフォー

マンスの高くなるデータ型です。

16ビットの「Short」、8ビットの「SB

yte」などは、メモリの節約にはなりま

すが、処理速度が少し劣ります。「デー

タ範囲を明確にしたい」など特別の事

情がない限り、「Integer」を使うべき

です。

VB2005では“符号なし整数”が加

わり、整数型が 8種類になりました。

多くのWindows定数は符号なしなの

で、Windows APIコールなどの記述が

楽になっています。

なお、9,223,372,036,854,775,807を超

える数値を使いたい場合、実行速度が

極端に遅い「Decimal」よりも、「ULong」

符号付整数 バイト型 SByte SByte -128 ～ 127

短整数型 Short Int16 -32,768 ～ 32,767

種類 型名 VB CLS サイズ（バイト） 既定値 値の範囲 

整数型 Integer Int32 -2,147,483,648 ～ 2,147,483,647

長整数型 Long Int64 -9,223,372,036,854,775,808 ～  
9,223,372,036,854,775,807

符号なし 
整数 

浮動小数点 

精度の高い 
数値 

文字 

日時 

ブール 

ユーザー 
定義 

オブジェクト 
型 

バイト型 Byte Byte 0 ～ 255

UShort型 UShort UInt16 0 ～ 65,535

UInteger型 UInteger UInt32 0 ～ 4,294,967,295

ULong型 ULong UInt64 0 ～ 18,446,744,073,709,551,615

単精度浮動 
小数点型 

Single Single 負の値：-3.4028235E+38 ～ -1.401298E-45 
正の値：1.401298E-45 ～ 3.4028235E+38

Char型 
（1文字） 

Char Char コード0の 
文字 

単一のUnicode文字のコード（0～65535） 

文字列型 String String 実装するプラット 
フォームに依存 

Nothing 0個 ～ 約20億個のUnicode文字 

日付型 Date DateTime 0001年1月1日 
0:00:00

0001年1月1日0:00:00（午前0時）～ 
9999年12月31日11:59:59PM

時間間隔 - TimeSpan - -10675199.02:48:05.4775808～  
+10675199.02:48:05.4775808

ブール型 Boolean Boolean 実装するプラット 
フォームに依存 

False TrueまたはFalse

Object Object Object 8（32ビットプラッ 
トフォームでは4） 

Nothing -

構造体 
- - - - -

10進数型 Decimal Decimal 小数点なし： 
　0 ～ +/-79,228,162,514,264,337,593,543,950,335 
小数点以下28桁： 
　0 ～ +/-7.9228162514264337593543950335 
0以外の最小数： 
　+/-0.0000000000000000000000000001（+/-1E-28） 

倍精度浮動 
小数点数型 

Double Double
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0 負の値：-1.79769313486231570E+308 ～  
　　　　-4.94065645841246544E-324 
正の値：4.94065645841246544E-324 ～  
　　　　1.79769313486231570E+308

表1：Visual Basic 2005のデータ型




